
ものづくりとひとづくりの視点から見た
2050年のあるべき姿

2020年11月19日（木）

大富浩一

【技術ロードマップ委員会 2020年度第2回オンラインセミナー】
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趣旨
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• 技術ロードマップ委員会では2050年の社会像から描く2050年

に向けてのロードマップ策定の活動を行っています

• 今回は委員会メンバより、“ものづくりとひとづくりの視点から見た

2050年のあるべき姿”を各自の視点から紹介いたします

• 参加者の皆様からの忌憚のないご意見をいただき、日本機械学

会および機械工学分野におけるロードマップの今後の活用に反映

したいと思います



プログラム
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13:30～13:40 本セミナーの趣旨説明（大富）

13:40～14:05 視点1：ものづくりとひとづくりの視点から見た2050年（大富）

14:05～14:30 視点2：2050年に向けてのものづくり（日立製作所・山崎 ）

14:30～15:05 視点3：2050年に向けてのひとづくり（大阪大学・野間口 ）

15:05～15:30 視点4：ものづくりひとづくりで変わる社会生活（アイポート・森田 ）

15:30～16:00 参加者を交えた意見交換（司会：大富）

（最大～16:30）



ロードマップ活動の経緯

 2007年に創立110周年事業として開始
 当初は経産省渡邉さん、NEDO矢部さんが旗振り役で各部門の技術を

ベースに将来予測を実施（それなりの発信はできた）
 各部門の技術ロードマップを発信（2007年）
 2016年に部門の技術ロードマップの改訂と学会全体としてのロードマップ

の提案を開始
 2017年から、学会全体のロードマップとして、2050年の社会像を描いて

のロードマップ作成（フォーキャスティング＋バックキャスティング）を開始
このための技術として英国ケンブリッジ大とも連携
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ロードマップとは？

➢ Road map (Oxford Dictionary in English)
• Map, especially one designed for motorists, showing the

road of a country or area
• A plan or strategy intended to achieve a particular goal:
road map for piece in the region

ある目標
目標を達成するための

計画または戦略

現在

5
ロードマップは将来予測ではありません



2050年
の社会像

現在

2050年の社会像を描いてのロードマップ
2017～

各部門の技術ロードマップ
2007～

2030年
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今回のテーマ



視点1

ものづくりとひとづくりの視点から見た2050年

大富浩一
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設計工学技術ロードマップ
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2007年策定

To-Be
目指すところ

To-Beを
実現する
ための技術

結果はどうだった?!

• 流れとしてはこのよう

に進んだのでは

• 実現するための技

術はこのようにはなっ

ていない

• 技術だけではなく仕

組み（組織、教

育）が実際には効

果があった

• 具体的に表現すべ

きであった（真の

…？）

• できないことはいくら

やってもできない

（設計論等）



2000           2005            2010           2015            2020           2025           2030

応用技術

［活かす］

基盤技術

［深める］

システム技術

［束ねる］

計算力学

材料力学

機械材料・材料加工

流体工学

熱工学

機械力学・計測制御

基礎潤滑設計

生産加工・工作機械

バイオエンジニアリング

動力エネルギーシステム

環境工学

設計工学・システム

生産システム

ロボティクス・メカトロニクス

技術と社会

エンジンシステム

情報・知能・精密機器

産業・化学機械と安全

交通・物流 宇宙工学

マイクロ・ナノ工学

スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

機
械
工
学
全
体
の
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

基盤技術

システム技術

応用技術

［深める］

［束ねる］

［活かす］

2016年策定
ものづくり視点で機械工学全体を考えて見ました
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•

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は

•

で
も
誰
が
考
え
る
の
？
誰
か
考
え
て
い
る
の
？

•

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
と
も
思
い
ま
す
が



機械工学全体の技術ロードマップ
～ものづくり＆ひとづくり視点～

社会動向＆求められる機械技術(者)像

基盤技術領域：革新的基盤技術

システム技術領域：革新的システム技術

応用技術領域：エクセレントエンジニアの育成

第一世代機械技術(者)
仕様が与えられればできる

次世代機械技術(者)
仕様が仕切れて具体化できる

四力を基本とした基盤技術
現象が説明できる

革新的基盤技術
要素がシステムを変える

革新的システム技術
システムが要素を牽引する

今の製品に活かせる
Seeds oriented

製品が提案できる
Needs oriented

いわゆるシステム技術
まずは要素を束ねる

機
械
工
学
に
よ
る
超
も
の
づ
く
り

Beyond “Monozukuri”

機械工学の常識を超えたものづくり基礎基盤研究

ものづくりシナリオの策定とこれに基づく人材教育プログラムの開発実践

要素⇔システム統合化ものづくりプラットフォーム技術開発研究

2015～ 2020～ 2025～ 2030～

2016年策定

To-Be
目指すところ

To-Beを
実現する
ための施策

•

な
か
な
か
皆
さ
ん
の
共
感
（
理
解
）
を
得
る
ま
で
に
は

•

も
と
も
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
風
潮
が

•

現
状
が
日
本
モ
デ
ル
と
割
り
切
る
考
え
方
も

•

で
も
、
そ
れ
で
本
当
に
い
い
の
？
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目指すところ

基盤技術領域：革新的基盤技術

システム技術領域：革新的システム技術

応用技術領域：エクセレントエンジニアの育成

2015～ 2020～ 2025～ 2030～

第一世代機械技術(者)
仕様が与えられればできる

次世代機械技術(者)
仕様が仕切れて具体化できる

1DCAＥスクール

日常現象の理解/説明/モデリング 新現象/新材料の発案/説明/モデリング

ボトムアップ型ものづくりプラットフォーム トップダウン型ものづくりプラットフォーム

JSME主催のものづくりスクール

機
械
工
学
に
よ
る
超
も
の
づ
く
り

身の回りの説明できていない多くの現象を機械工学の力で説明する 機械工学の力で新しい現象/材料を発案する

現状の設計生産技術をベースとしたあるべき姿を描く 日本の特性を活かしたあるべきものづくりの仕組みを描く

原理原則でものづくりを行う力、習慣を身につける ものづくりのシナリオが策定でき、実行できる人材を育てる

新しい領域にチャレンジする

システム全体を俯瞰する

ものごとの本質を考える

2016年策定
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機械工学全体の技術ロードマップ
～ものづくり＆ひとづくり視点～

少し具体的に書いて見ました

To-Be
目指すところ

To-Beを
実現する
ための施策

•

技
術
以
前
に
施
策
（
戦
略
・
戦
術
）
が
あ
る
の
で
は

•

必
要
な
技
術
は
時
代
の
流
れ
次
第
な
の
で
あ
ま
り
？

•

国
の
施
策
、
大
学
教
育
、
企
業
活
動
と
の
連
携
も
？

•

で
も
、
学
会
が
主
導
が
い
い
の
で
は
！



1960 1990 2020 2050

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
日
本
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災

大量生産大量消費 顧客ニーズの多様化 ものの充足からこころの充足

大
阪
万
博

大
阪
万
博

イ
ン
ド
の
人
口
世
界
一

中
国
のG

D
P

世
界
一

日
本
の
人
口
一
億
二
千
万
切
る

世
界
の
人
口
80

億
超

中
央
リ
ニ
ア
（
名
古
屋
ま
で
）

北
海
道
新
幹
線
（
札
幌
ま
で
）

定
年
廃
止

超
高
齢
化

日
本
の
人
口
一
億
切
る

福
島
原
発
廃
炉
完
了

中
央
リ
ニ
ア
（
大
阪
ま
で
）

60

歳
定
年

65

歳
定
年

70

歳
定
年

55

歳
定
年

日
本
の
人
口
95

千
万

日
本
の
人
口
1.

25

億

イ
ベ
ン
ト

製
品

社
会
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２
０
５
０
年
を
見
据
え
る
に
あ
た
っ
て

•

見
た
目
の
変
化
は
一
見
大
き
い
よ
う
に
見
え
る
が

•

時
代
を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
の
で
は

•

そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
技
術
は
進
化
す
る
（
必
要
が
あ
る
）
の
か

•
予
測
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
目
指
す
と
こ
ろ
を
明
確
に
す
る
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今までのキーワードから想定される2050年の姿

• 生活のためには働くという概念が希薄になる
働かなくてもの最低限の生活は可能

• 自分の生きがいのために働くようになる
でも、ひとには認めてもらいたい

• ほどほどで生活することが普通になる
贅沢という言葉は死語に

• 必要なものとそうでないものの区分けが明確になる
• 働き方が多様になる

企業に入って朝8時に出社、午後6時に帰宅は過去に
• 働きたい人は100歳での第一線で働いている
• 働いている／働いていないという線引きが希薄になる
• ものづくりもひとづくりもネットワーク型に



2050年の“ものづくり＆ひとづくり”の姿（目標・ビジョン）の設定

社会に求められる機械技術＆皆から尊敬される機械技術者

2050年の社会像を描いて、その時点で“社会に求められる機械技術”、
“皆から尊敬される機械技術者”を描いてみては

恐らく、機械技術も機械技術者も現在の単なる延長線上にはないのでは
（参考資料1のような状況が望ましいのでは）

そもそも機械技術者は技術のプロであるべき
2050年には現在以上に“技術のプロ”が必要に では“技術のプロ”とは何か
（参考資料2）

求められる機械技術：社会の困りごとを意識していれば自ずとその答えが
（例：いろんなアイデアをシンプルに実現する）
尊敬される機械技術者：困りごとを解決してくれるひと
（例：どうやったら振動が抑えられるかを即決で提示してくれる）
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自由に発想する技術者を
擁する持続型産業社会

熟練した専門技術者を
囲い込む閉鎖型産業社会

参考資料1
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参考資料2
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自動化の流れの中で
“ひとがやること”と“自動化”

の比率と中身はどう変わっていくのか

17

ひとがやること

自動化

2020 2050



2050年になっても変わらないこと
2050年には大きく変わること
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2050年になっても変わらないこと

• ものごとの判断・評価
• 仕様を決める

• 嗜好性
• 充実感・達成感

2050年には大きく変わること

• 誰がやっても同じこと（標準化
できること）は自動化される
• 例：翻訳、3D-CAE

”ひと”にしかできないこと 瞬時に決断する

”計算機”にしかできないこと 高速に演算する

”ひと”が得意なこと 色んな要因を考慮して柔軟に評価する

”計算機”が得意なこと 私情を交えずに決められたことを解析する

”ひと”が不得手なこと 面倒なことを延々と行う

”計算機”が不得手なこと 状況に即して適切な対応をとる
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任正非

レン ジェン フェイ

HUAWAEIにしろAppleにしろBoeingにしろ、
彼らの製品は日本ものづくりの上に成り立っている

2050年のものづくりを予測することは困難
ただ、どうなってもいいように備えることはできる
目新しいことは米国、中国に任せる（協業）

日本はどんどん革新技術(者)を生み出していけばいいだけ

そのためには?!
CCD ディスプレイ（有機EL）

リチウムイオン
電池

フラッシュ
メモリ 画像圧縮（MPEG4）

音声圧縮（AAC）

新素材



直進型思考（研究）は2050年のものづくり＆ひとづくりには不向き

直進的思考から放射的思考へ 20



放射型思考（研究）が2050年のものづくり＆ひとづくりを実現

直進的思考から放射的思考へ 21



電
磁
気

流
れ

熱 材
料

音
振
動

物理・化学（Feynman） 材料・プロセス（Ashby）

応用数学・制御・電気

経済 社会 環境・エネルギ

感性

歴史・哲学

IT実験 計算機 解析

機械工学の現状

デザイン
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電
磁
気 流

れ熱

材
料

音
振
動

物理・化学

材料・プロセス 制御・電気

経済
社会

環境・エネルギ

感性

歴史・哲学

デザイン

数学

機
械
工
学

多種多様な果実

機械工学の木
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日本機械学会が目指す2050年のものづくり＆ひとづくり

2020 2030 2040 2050

も
の
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り
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社
会
に
求
め
ら
れ
る
機
械
技
術

皆
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
機
械
技
術
者

ME2050

基盤技術

［深める］

応用技術
［活かす］

システム技術

［束ねる］

発想支援システム

設計のモデリング

Computer-Aided 
Design + AI

CAD/CAM/CAE
統合システム

組合せ型マニュファクチャ
リングシステム

自律型エコシステム

哲学・倫理（壁を超える）

広域デザイン教育

多彩に人材による柔軟
なチーム

多様性のある人材発掘

製品学
具体的な製品の
成り立ち、背景、

課題

システム学
基盤技術と応
用技術を繋ぐシ

ステム

4力学
4力を一人の先生
が纏めて教える

To-Be
目指すところTo-Beを実現するための施策



日本機械学会が目指す2050年のものづくり＆ひとづくり

2020 2030 2040 2050

も
の
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り

計算力学

ナノ

技術と社会

宇宙

交通・物流

産業機械

情報機器

ロボット

生産

設計

トライボロジ

制御

音振動

環境

エネルギ

エンジン

熱

流体

加工

材料

バイオ

社
会
に
求
め
ら
れ
る
機
械
技
術

皆
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
機
械
技
術
者

ものづくり学

ひとづくり学

JSME2050

機能学

設計学

サービス学

製造学

保全学

使用学

計測学

基盤学

伝統的工学（構文）から構成型工学（意味）へ 構成型工学（意味）から社会貢献型工学（価値）へ

自由に発想する
技術者を擁する
持続型産業社会

熟練した専門技術者
を囲い込む

閉鎖型産業社会

ここで言う“技術者”は大学、
公的機関、企業のすべての
研究者、技術者等を含む

武器 戦術 戦略
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吉川先生
（参考資料3）
にヒントを得て To-Be

目指すところ

To-Beを実現するための施策



参考資料3
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具体的にどうするか

製品学
具体的な製品の成り立ち、

背景、課題

システム学
基盤技術と応用技術を繋ぐ

システム

4力学
4力を一人の先生が纏

めて教える

ものづくり学 ひとづくり学

2050年のものづくり＆ひとづくりに向けた機械工学の再構成

電
磁
気 流

れ熱

材
料

音
振
動

物理・化学

材料・プロセス 制御・電気

経済
社会

環境・エネルギ

感性

歴史・哲学

デザイン

数学

機
械
工
学



みずからの本質を決して損なうことなく、

外来の文化を取り入れ、応用して行く

力こそは、日本文化の特筆すべき能力

と言える

図説世界の歴史：第5巻 by J.M.Roberts

28



まとめ

•2050年の姿を描いた上で、ものづくりとひとづくりの視点か
ら見た2050年のあるべき姿（To-Be）を考えて見ました

•また、To-Beを実現する施策についても検討しました

•具体的に技術を考えることも重要ですが、それ以前にどうし
たいのか（To-Be）を描くことが最優先だと感じました

•2050RMの結果も大事ですが、これを考えるプロセスで色
んなことに（過去のことも含めて）遭遇する経験が何物に
も代えがたいものではないでしょうか
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